日文翻譯完成版：↓

大台北交通情報　外の県市との交通情報

★台北捷運

1.
圓山公園展示区：捷運の淡水線に乗って、圓山駅で下車。
2.
新生公園展示区：
(1)
捷運文湖線に乗って、松山空港駅で花博覧会行きの無料バスに乗り換え。
(2)
捷運新莊線に乗って(未開通)中山小学校駅に下車、新生北路に沿って歩行して(新生公園展示区まで。（約10分間）、あるいは、行天宮駅に行って、

　　松江路に沿って歩行し、新生公園展示区まで（約１５分間）。

★バス路線情報（「花博行き」の掲示看板を貼ってあるバスに乗れば、会場までに到着できる）
3.
圓山公園展示区：
(1)
明倫高校駅(A1)：26、41、111、218直行車、266、266区間車、280、288、288区間車303、303区間車、304承德、616、618

(2)
庫倫街口(A2)：26、41、266、266区間車、280、288、288区間車、290、303、303区間車、304承德、616、618、811、松江幹線

(3)
就職サビースセンター(A3)：26、41、218直行車、266、266区間車、280、288、288区間車、290、303、303区間車、304承德、618

(4)
捷運圓山駅(A4)：21、21直行車、208、208基河國宅、247区間車、287区間車、542、677、紅ライン2、紅ライン33、(ライン34) 

4.
美術公園展示区：
(1)
台北市立美術館駅(B)：21、21直行車、42、203、208、208基河國宅、220、220直行車、247、247区間車、260、260区間車、277、279、287、287区間車、310、612、612区間車、677、中山幹線、博愛バス、紅ライン2

(2)
大同大学駅(B)：42、203、208、208基河国民住宅、218、218直行車、220、220直行車、246、247、247直行車、260、260区間車、277、279、287、287区間車、542、612、612区間車、紅ライン33、(紅ライン34)、博愛バス
5.
新生公園展示区：
(1)
新生公園(C1)：72、222、298、665、棕ライン16、(紅ライン34) 

(2)
吉林路の終端処(C2)：285、542、(市民ミニバス9)、敦化幹線

6.
大佳川辺公園展示区：
(1)
大佳国民小学校(D1)：72、222、棕ライン16 

★ブルー色公路

(二)
錫口波止場：松山汽車駅から(歩行(饒河街221巷に沿って→基隆河4号水門(錫口波止場。

(三)
美堤波止場：捷運文湖線の剣南路駅(花博無料バスに乗り換え、あるいは市区バス(故宮基隆河)(美堤波止場。

(四)
大佳波止場：大佳公園展示区から進入(あるいは、(錫口波止場、あるいは(美堤波止場(ブルー色バス(大佳波止場。

(五)
国内航空：國內航空のフライトに乗って(松山空港(花博無料バスに乗り換え(新生公園展示区、あるいはタクシーに乗って(新生公園展示区。
(六)
高速鉄道：台湾高速鉄道に乗って(台北駅(捷運淡水線に乗換え(花博圓山公園展示区。

(七)
汽車：台湾鉄道に乗って(台北駅(捷運淡水線に乗換え(花博圓山公園展示区。
(八)
国道客運バス
1.
圓山公園展示区
(1)
国道客運バスに乗って(重慶北路で下車(花博無料バスに乗り換え(圓山公園展示区。

(2)
国道客運バスに乗って(承德路(步行（約10分間）(圓山公園展示区。
(3)
国道客運バスに乗って(市政府中継ぎ駅(未開通)(捷運板南線に乗って(至台北駅(捷運淡水線に乗換え(圓山駅(圓山公園展示区。
2.
新生公園展示区
(1)
国道客運バスに乗って(新生中継ぎ駅(歩行(新生公園展示区。
(2)
国道客運バスに乗って(松江路下車(步行（約10分間）(新生公園展示区。
(3)
国道客運バスに乗って(市政府中継ぎ駅(未開通)(捷運板南線に乗換え(忠孝新生駅(捷運新蘆線に乗換え(未開通)(行天宮駅、あるいは中山国民小学校駅で下車(步行（約10～15分間）(新生公園展示区。

★
花博無料バス
東西向BRT – 捷運松山空港→新生公園駅→美術公園駅→圓山公園駅
南北向BRT – 士林停車場→捷運剣潭駅→圓山公園駅→捷運民権西路駅→大龍街口→重慶民族路口駅→花博西中継ぎ駅(圓山交通広場)

★遊覽車

停車處：A區-大直橋下及大佳河濱公園內原有路邊停車格(主要遊覽車停車區域)

        B區-迎風河濱公園

        C區-撫遠街7號水門至撫遠街403巷)

        D區-洲美快速道路橋下

★小客車停車場

大直停車區-會場接駁方式：大直停車區接駁線、捷運文湖線(東西向接駁線)、藍色公路

內湖停車區 –會場接駁方式：內湖停車區接駁車

內湖停車區 –會場接駁方式：南北向接駁線

古跡の廟の建物の旅/English
   古跡の廟の建物の旅
台北孔子廟→大龍峒の保安宮→霞海の城隍廟→龍山寺商圏→台北龍山寺
 古跡の廟の建物
●台北孔子廟
観光スポート紹介：
台北市の孔子廟は大龍峒に位置されており、儀式祭典の場所や、儒学
の象徴及び歴史的建築物など多重的な意義と文化的な涵養が具有
されます。近年では、孔子廟は、古跡として積極的に活生化にして、
文化財の展示室や、マルチメデアの展覧室などの施設も建てられて、
具体的に孔子廟の美と儀式祭典の文化などを理解することが
出来ます。
 

大龍峒保安宮
観光スポート紹介：
大龍峒の保安宮は、西暦１７４２年に建立され、保生大帝を主に
祀って、「大道公の廟」と称され、国定古跡です。毎年の旧暦
３月１５日は、保生大帝のご生誕を祝うために、特別に２か月に
亘っての「保生文化祭」が開催され、宗教的な祭典、民俗の芸術
と技巧、古跡観光案内、芸術と文化の研修、美学の競技、健康に
対する関心と学術的なシンポジウムなどの催事が行われます。
 

 霞海城隍廟
観光スポート紹介：
迪化街1段に位置されている霞海城隍廟は、西暦1856年（咸豊6年）
に建立され、高く聳える廟の外観がなかったのだが、極幅広くに
信仰され、信者からの参拝が盛んで賑やかになっています。いつも
神霊を迎える催事が開催される時に非常に賑やかになり、地元の大稻埕
では、年に一度の一大催事であり、大稻埕の地方的な発展とは密切な
関係があります。
 

  台北龍山寺
観光スポート紹介：
艋舺龍山寺は、台湾が定めた国家二級の古跡であり、萬華龍山寺とも称され、
あるいは、龍山寺とも言われます。台北１０１、国立故宮博物院、中正
記念堂などと並んで、外国の観光客が台湾を訪れる時に必ず参観する台北
観光の４大名所の1つです。
P16台北観光スケジュールのご案内(二)
  溫泉に休閑するの旅 
北投公園→溫泉博物館→普濟寺→地熱谷→新北投商圈
 

◆溫泉に休閑する
 北投公園
観光スポート紹介：
北投公園は、捷運新北投駅から地熱谷へ向けている方向に位置されており、公園の中に五つの小さいな温泉滝があります。日治時代において、すでに「一の滝」から「五の滝」などの名称があって、各個の滝には、すべてが露天温泉の池があり、温泉区域の部分にも、完璧な企画が施されており、遊覧客に思い存分に湯治場の趣を楽しむことが出来ます。
 

  溫泉博物館
観光スポート紹介：
この温泉博物館は、もともと日治時代において、すでに名高い温泉名所
でありました。イギリスの都鐸時期に思われる田舎の建築風格を持って
いて、人々にリラックスできる素晴らしい温泉地です。温泉博物館の
１階には、ローマ式の大きな縦柱が浴池を廻って建てられ、豪華な
イメージが醸い出されています。日光はステンド・ガラスを横切って、
投影された結果によって、エキゾチックなムードが漂よわせることが
出来ます。2階には、和室の構造であり、日本式床板、空気の中で淡く
微かな温泉の味を組み合わせて、昔の温泉地に立ち込めた長閑なひと時がまるで目の前に再現しているように彷彿させられます。
 

普濟寺
観光スポート紹介：
普濟寺は、北投区溫泉路の道中に位置されており、地形が割りに高いため、
訪問する時に2段の階段に登らなければなりません。この普濟寺は、
台湾では、滅多にない日本の真言宗の仏陀の寺です。始めは、西暦1905年に（明治38年）に建立され、当時の鉄道従業員達が建てた寺院であり、それが所以に「鉄真院」とも称されます。寺院の中に湯守観音が奉られ、北投の民衆は皆、この仏陀の寺を温泉の守護寺として見なされています。1998年に正式に市定古跡としてリストされました。普濟寺の環境は静かでなお居心地が良いところです。
 

北投図書館
観光スポート紹介：
台北市立図書館の北投分館は、台湾始めの緑建築の図書館です。
林木が密生して、生態環境が豊かにする北投公園内に建立された
この北投図書館は、温泉博物館とは隣同士でありながら、緑の
風景に囲まれる北投公園内に聳えているのです。
 

 

地熱谷
観光スポート紹介：
地熱谷の旧名は、人々の肝を潰すほどの「地獄の谷」と称され、北投
温泉の親水公園の隣に位置されており、硫黄の気と温泉の天然出口
であり、当地の人々は「磺水頭」と称されます。近年では、市政府が
地熱谷の玄関に当る場所の景観を作り直し、なお展覧館を設置し、
温泉地のムードを主体とする空間を醸い出させながら、北投石や、
温泉と歴史文物の展示などを含めて、民衆に休閑と観光遊休のもう
1つ良い選択肢になるのです。
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 花卉ショッピングの旅
 

大湖公園→台北花巿→美麗華百楽園→建国花市(休日)/大安森林公園（平日）
  花卉ショッピング
 

  台北花巿
観光スポート紹介：
台北花市は、台北最大の花市場であり、その他の花市と最大の違いが
午前4時から営業開始ということです。ここは、台北最大の花卉の卸売市場です。台湾では、一年四季には、花の栽培に適されているため、
ここで、多く異なっている花卉と各式各様の盆栽の展示を見ること
が出来ます。
 

 

●美麗華百楽園
観光スポート紹介：
美麗華百楽園は、內湖科学技術園区の近くに位置されており、明水路や
、陽明山、故宮博物院、基隆河などに囲まれて、素晴らしい山と河川が
あります。ショピングセンターは、本館と分館に分けられています。
ここは、国際級の娯楽休閑施設であるショピングセンターでありながら、
各階には、特色がある専門コーナーや、レストランなどに区きりされます。台湾で始めの百メートルの高さに達した回転する大型観覧車があり、恋人同士のデートに最適なスポートです。色とりどりな大型観覧車
に乗れば、まるで日本のアイドルドラマのロマンチックなシーンのようで、最高です。これほどロマンチックな観光スポートは、ここしかないです。
 

  建国休日花巿
観光スポート紹介：
台北市の建国休日花巿は、仁愛路と信義路の間にある建国南路の
高架橋の下に位置されており、平日には、停車場として使われて
いますが、土、日曜日及び連続休日の午前9時～午後5時だけに
営業します。発売に出されている商品は、各式の盆栽の花、庭園
の木、蘭の花及び園芸に相関する商品を含んで、商品の数も多く、
何でも揃えていますし、かつ価格も非常に安くて、花見と花を
買うために最適のスポートです。
 
大安森林公園
観光スポート紹介：
大安森林公園は、台北市中心に位置されており、園内では、樹木の
蒼然たる緑の葉が濃密に茂っていますし、草木は整然として綺麗に
見えます。花卉は艶やかで眩き、人々に美しい景観が観賞できる場所を
提供しています。公園の中央部には、音楽演奏のュージックステー
ションがあって、屋外の芸術文化の演出舞台の重鎮となっていて、
台北市民がのんびりに遊休できる場所です。
· 特色がある台北の旅
· 台北動物園(貓空纜ケーブルーカー→木柵貓空の茶園
· 特色がある台北の旅
· 台北巿立動物園
観光スポート紹介：
台北巿立動物園は、園内で飼育かつ展示されている動物が４００余りの

品種があり、約２７００匹（昆虫が含まれていまい）。展示場と展示館の

数は、７館（教育センター、夜間活動館、ペンギン館、コアラ館、兩棲爬蟲類動物館、昆虫館、大型パンダ館）、８区域(台湾の動物区域、子供の動物園区域、アジア熱帯熱帯雨林区域、砂漠の動物区域、オーストラリア動物区域、アフリカ動物区域、温帯の動物区域、鳥の区域)があり、また、

クークーエネルギ節約区、水生植物園区域、湿地生態池などがあります。
ここは、家族全員に一緒に遊休できる楽園です。
●貓空ケーブルーカー
観光スポート紹介：
貓空ケーブルーカーは、台北市第１本のケーブルーカーシステムであり、

長さは全長4.03キロメートルがあります。運行路線は７の字の型になっており、全部は四個の停車駅があり、その順序は、「動物園駅」、「動物園内駅」、「指南宮駅」及び「貓空駅」の順です。ケーブルーカーの中には、

高空から貓空茶園の景色を見渡せることが出来ますし、ケーブルーカーに

乗って、徐々に山の頂上までに登っていくのも、ひとつ刺激される興奮の感覚を享受できます。

●木柵貓空の茶園
観光スポート紹介：
木柵貓空の茶園は、台湾では著名的な茶郷のひとつです。主な産品は：

木柵鉄觀音と文山包種茶です。茶園の自然的な野原の趣を享受した遊覧客

は、指南路３段３４巷に沿って、山の頂上に向けて散歩すれば、道中に

ある茶園や花の香り、緑の木の景色が絶えず観賞出来ますし、台北城の

繁華風貌とは、全く違った趣としての自然の美を楽しめます。
 
